
至
七
･五
プ
ロ
リ
ン
で
あ
る
が
之
以
上
の
大
き
な
石

に

な
る
yJ
7
カ
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
十
乃
至
十
五
プ
ロ
リ
ン

が

1
股
で
あ
る
が
大
な
る
物
を
磨

い
て
成
功
す
れ
ば
賓

輿
か
典

へ
ら
れ
る
こ
ど
に
な
っ
て
ゐ
る
｡

こ
の
地

方
の
鹿
場
の
琵
な
目
的
は
'
出
来
る
か
ぎ
-

大
き
い
石
を
得
る
二
だ
で
'
こ
れ
が
た
め
に
は
石
の
光

輝
を
峨
姓
に
す
る
併
し
歓
洲
で
は
､
石
の
重

さ
よ
り
も

光
輝
'
閃
光

に
重
き
を
龍

い
て
ゐ
る
た
め
胎
い
た
石
は

歌
洲
ビ
東
洋
の
原
産
地
だ
に
於
で
は
'
そ
の
伍
に
除
程

の
軸
淀
を
投
じ
て
-
る
0
即
ち
.
歓
洲
で
は
.
原
産
地

の
琢
肋
に
よ
っ
て
却

っ
て
石
が
損
せ
ら
れ
る
ビ
考

へ
ら

れ
て
ゐ
る
が
尭
洋
に
於
で
は
そ
れ
で
よ
い
債
に
な
る
.
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以
前
は
'
各

地

の
ケ
ー
ブ
金
剛
石
も
こ
ゝ
で
球
磨
さ

れ
て
p
榛
東
の
市
場
に
於

で

マ
ル
タ
が
ラ
フ
の
も
の
よ

-
も
廉
債
で
'
貢
れ
行
き
が
盛
で
あ
っ
た
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富
裕
な
支

那
人
.

マ
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イ
人
.
及
び
ジ
ヤ
.I(
人
は
賓
玉
を
資
樺
に

見
せ
び
ら
か
す
と
い
ふ
こ
}J
を
p
輯
外

に
好
む
民
族
で

ヰ
i

金
剛
石
を
時
計
の
俄
に
駅
め
た
上

火
き
な

乗

降

な
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釦
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け

た
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預
飾
ビ
い
ふ
よ
-
も
寧
ろ
胸
骨
の
様
な

頚
飾
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を
婦
人
に
着
け
さ
せ
た
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し
て
素
ん
で
ゐ
る
u

そ
し
て
之
を
す

べ
て
の
骨
令
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其
他
あ
ら
ゆ
る
機
骨
に

着
け
て
出
る
P
こ
れ
等
の
装
飾
を
購
ふ
こ
ど
は
彼
等
に

k
)
つ
で
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1
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へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
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あ
る
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耽

畦

の

砂

糖

瓜
畦
が
榛
東
に
於
け
る
最
大
の
砂
糖
生
産
地
で
あ

-

粧
邪
に
於
て
も
文
教
も
亜
姿
な
る
生
産
地
で
あ
る
事
は

爪

畦

の

抄

紙

シ

ャ

シ

ヌ

ウ
.

周
知
の
事
案
で
あ
る
'
炎
の
数
字
は
最
近
二
十
年
間
に

於
け
る
瓜
畦
砂
糖
の
生
産
の
進
歩
空
ポ
す
も
の
で
あ
る

一
宏
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糖
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豊
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精
糖
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か
製
造
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な
か
っ

た
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印
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出
せ
ら
れ
繭
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販
路
容
易
で
あ
っ
た
の
で
瓜
哩
の
一

製
糖
業
晋
は
精
糖
の
生
産
を
増
加

せ
し
む
る
目
的
や
以

て
製
糖
機
械
を
完
成
す
る
事

に
努
力
し
た
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皮
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供
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者
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島
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に
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の
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に
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力
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腐
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著者
は

砂

糖

の
生
産
に
依
て
爪
暁
の
障
幣
蕉
清
は
次
節

に
其
の
位
置
生

‥川
め
つ
ゝ
あ
る
ビ
宰
張
し
て
腐

る
が
尤

も
な
給
で
あ
る
｡

7
九
二
〇
年
に
敷
け
る
爪
哩
製
糖
業

の
状
況
を
嘉

ふ
に
曲
の
年
に
於
け
る
工
場
数
は

7
八
三

を
致
し
鍍
傭
歓
雅
巴
人
は
三
千
人
に
達
し
'
其
の
他
士

人
の
藤

働
者
は
多
数

に
逢
し
た
｡
政
の
製
糖
業
は
砂
糖

の
新
作
人
た
る
教
宵
千
の
爪
畦
八
に
多
額
の
給
料
か
分

配
し
敢
後
に
此
の
柿
民
地
の
餓
造
及
び
電
車
に
著
し
い

活
動
の
婁
索
を
典

へ
る
.

爪
畦
に
於
け
る
製
糖
業
の
票
数
は
蓬
と
し
て
投
資
の

豊
富

な

事

ビ
科

挙

的
研

究

の

賓

駿

室

の
多
い

事

,/J
工
場

機
械
に
加

へ
ら
れ
.tJ
不
断
の
改
良
5･J
に
負

ふ
桝
で
あ
る

斯
か
る
軍
門
的
技
術
的
の
方
面
は
今
暫
-
述

べ
な
い
が

爪
吐
製
糖
業
の
繁
県
は
又
廿
庶
栽
培

の
組
織
に
も
負
ふ

所
で
あ
っ
て
此
れ
が
調
査
は
異

の
地
理
撃
的
興
鴎
を
喚

起
す

る
次
第
で
あ
る
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極
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育
期
間
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常
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嵐

山多
い
季
節
を

要
求
し
.
牧
樵
の
時
分
に
は
乾
燥
な
時

期
を
栗
沢
す
る

扱
爪
畦
の
気
候
は
謙
方
の
葦
節
凪
に
よ
っ
て
乾
燥
な
季

節
を
有
す
る
'
此
の
乾
燥
な
季
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は
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方
に
至
る
に
従
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益
々
薯
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れ
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デ
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ク
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方
な
る
瓜
畦

の
楽
部
地
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及
中
邦
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方
の
平
原
に
位
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し
て
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成
漁
期
に
連
す
る
迄
に
十
二
箇
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新
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で

行
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輪
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大
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に
近

い
も
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で
あ
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